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校 長 石 山   輝  

 ２学期がスタートして早１か月。当初は熱中症の心配をしながらのスタートでしたが、季節は順

調に進み、特に朝方は、涼しさを通り越えて「寒い」と思えるような日が続いています。家では、

もう少しで暖房に手が届きそうになりつつ、「いや、まだ早い」と自制しているところです。 

 さて、９月10日、11日と５年生は三校合同宿泊研修に行ってきました。場

所は美瑛の白金にある「大雪青少年交流の家」です。私は一昨年も団長として

同行したのですが、その時は９月でも暑い日が続き、熱中症を心配しながらの

活動でした。今年は暑さはなかったのですが、別の問題が発生しました。全道

的なヒグマの出没です。事前に同施設に問い合わせたところ、「直近でのクマの

出没情報はない」とのことでしたが、活動場所が場所（十勝岳の麓、森林）な

だけに、いつ出てもおかしくない状況です。三校の校長や教育委員会と協議の上、結局、２つ予定

していた屋外プログラム（ハイキング、ウォークラリー）は中止し、代わりに雨天プログラム（室

内での活動）を行うこととしました。 

 当日は２日間とも天気も気温も丁度よく、屋外活動日和ではありましたが、止む無しです。その

分、室内での活動は、三校の交流活動が多くなり、とても充実したものになりました。アイスブレ

イク、館内ウォークラリー（謎解きクイズ）、スポーツレク（アジャタ、ボッチャ）、ドミノなど、

三校が入り混じった活動グループでそれぞれを行い、例年以上に東聖小、志比内小の５年生との交

流が深まったように感じました。２日目、施設を出発する際、東神楽小と志比内小の児童が帰りの

バスに乗り込もうとすると、東聖小の子たちが一斉に手を振り、「バイバイ、またねー！」という

声があちこちから聞こえました。この２日間で間違いなく、「東神楽町５年生の交流が深まった」

と実感したひと時でした。 

 実施後、担当教員で次年度に向けた反省を取りまとめているところですが、次年度の屋外での活

動について、最終的には、その時の状況を見て決めることになると思いますが、「室内プログラム」

だけでも十分な成果が得られると分かったことは、今年度の収穫でした。 

◇登校時刻は早過ぎませんか・・・ 

 ９月も下旬となり熱中症の心配はなくなりましたが、「寒さ」が感じられる

ようになると、今度は「風邪や感染症」の心配が出てきます。登校時刻は８時

から８時15分となっており、職員の出勤時刻の関係から８時前に玄関の開錠はできません。あま

り早く登校してしまうと、これから日が進むに連れて、玄関前で開錠を待つ時間、寒さを感じるこ

とも増えてくるでしょう。登校時は暖かい服装で来るとともに、８時の開錠後に学校に到着できる

よう、家を出る時刻を調整していただけると助かります。ですが、ご家庭の都合で、お子さんが早

い時刻に家を出なければならない事情などありましたら、改めて担任までお知らせください。 

 
◇本年度の重点目標 ～笑顔いっぱい～ 
  できた！わかった！がんばった！自信がついた！ 第６号 令和７年９月２５日 



 

  

         

   

   

   

   

  

 

  

 

    

 

   

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

   

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 学校だより 第６号 ９月 25日（木）東神楽町立東神楽小学校 

10月の行事予定 
 

１日（水） 校外学習（６年） 

２日（木） 身体・視力検査（高） 

      校外学習（２年） 

      校内いじめ防止対策委員会 

３日（金） 全校集会 委員会 

６日（月） 身体・視力検査（低）  

７日（火） 身体・視力検査（中） 

８日（水） 学習発表会特別時間割開始 

10日（金） フッ化物洗口  

16日（木） 学習発表会児童公開 ５時間日課 

17日（金） 学習発表会前日準備 

18日（土） 学習発表会一般公開 

20日（月） 振替休業 

21日（火） 片付け 

22日（水） ６年中学校体験学習 

23日（木） 夢色シンフォニー 

（３・５年参加） 

24日（金） クラブ フッ化物洗口 

ＰＴＡ総務部・代表委員会 

27日（月） 出前授業（４年）英検ESG（６年） 

29日（水） 代表委員会  

30日（木） 校外学習（３年）出前授業（４年） 

31日（金） たてわり班活動 

      わくわくランド（支援学級） 

一日防災学校 
 ８月28日（木）、旭川地方気象台と上川総合振興

局の職員の方が講師となり、地震・水害・噴火等に

関わる授業をしていただきました。 

子どもたちは、あらためて、災害の恐ろしさや備

えの大切さ、災害が起きたときの対応の仕方等につ

いて学び、防災に対する意識を高めました。   

参加された保護者の方の感想を紹介します。 

・「地元中心の話だったので、子どもたちにも分 

かりやすかったと思う。」 

・「身近な地図や写真などを使った説明だったの

で、より身近に災害を感じることができた。」 

 

 

 

 

 

○講師（敬称略） 

旭川気象台地震津波防災官 佐 藤 悦 信 

  同   防災業務係   井 野 桜 良 

  同   防災情報係   酒 井 春 帆 

  同   現業班     藤 田 結 夢 

  同   現業班     樋 山 敬 介 

 上川総合振興局地域創生部危機対策室  

危機対策推進幹     土 子 邦 之 

全国学力・学習状況調査結果 
４月23日（水）に、６年生を対象に実施しまし

た「全国学力・学習状況調査」の結果です。強み

と課題を分析し、全校で今後の指導につなげてい

きます。 

○国語…平均正答率が全国を若干下回りました 

が、全道と同じでした。 

○算数…平均正答率が全国・全道共に上回りまし 

た。 

○理科…平均正答率が全国・全道共に上回りまし 

た。 

○全体を通して…無回答が少なかったことから、

粘り強く取り組んだことが伺われました。 

○質問紙調査から…ほとんどの項目で、肯定的回 

答が全国・全道と同等か上回っていました。 

※全国よりも＋15Pであった質問 

・同じ時刻に就寝する。 

・学級活動での話合いを生かし、自分なり 

に努力する。  

・工夫して少数や分数の計算をする。 

転入職員の紹介  
岡 﨑 良 昭 教諭 

 ７月中旬から本校に時間講師として勤務して 

います岡﨑良昭です。３年前に旭川の中学校を定 

年退職し、久しぶりの学校ですが、とても新鮮で、 

楽しく生活しています。子どもたちが１日１日成 

長していけるよう支援に努めていきます。どうぞ 

よろしくお願いします。 

家庭学習のススメ 
 ＡＩの普及により、人間が携わる仕事が変わる

と言われ、世の中の変化も加速しています。そのよ

うな社会では、「自ら課題を見付け、解決方法を考

え、実行する。」ことが求められます。 

 自分の課題を見付け、 

工夫しながら取り組むこ 

とをねらった「家庭学習」 

は、その土台の一つとな 

ります。先日配付しまし 

た「東小ＡＫＤ『家庭学 

習編』」は、小中一貫教 

育の取組として、発達段 

階に対応し、本格的に必 

要となる中学校へつなげ 

る道標の一つとして作成 

しています。是非ご活用 

ください。 

 


